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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成26年７月31日付の「平成27年３月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」で、未定とし

ておりました業績予想につき、今般予想値を得ましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成27年３月期通期業績予想数値の修正（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

－ 

百万円 

－ 

百万円 

－ 

百万円 

－ 

円 銭 

－ 

今回修正予想（Ｂ） 467,000 28,000 26,500 
△9,000 

～△1,000 

△93.56 

～△10.40 

増 減 額（Ｂ-Ａ） － － － －  

増 減 率（％） － － － －  

（ご参考）前期実績 

（平成26年３月期） 
466,399 35,830 35,216 19,930 206.79 

 

２．修正の理由 

売上高は、主力の国内通信教育講座の平成26年４月の会員数が365万人と対前年同月比20万人減少し

たことに加え、お客様情報の漏えい事故を受けて新規営業活動を停止したことに伴うマイナス影響が

あったものの、シニア・介護事業の伸長、及び中国の通信教育事業の業績拡大と円安による為替換算

時のプラス影響等により、4,670億円と対前期比0.1％の増収を予想しております。 

 利益につきましては、中国の通信教育事業の増収による増益、及びグループ全体のコスト構造改革

による費用削減があるものの、国内通信教育講座の減収による減益等により、営業利益は280億円と対

前期比21.9％の減益、経常利益は265億円と対前期比24.8％の減益を予想しております。 

なお、当期は、特別損失としてお客様情報の漏えいに伴う情報セキュリティ対策費や、構造改革費

用等を見込んでおりますが、今後変動する可能性があるため、当期純損失を△90億円から△10億円の

レンジで予想しております。 

以上 


